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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ第１及び第２電極、そして第１及び第２電極間に介在した有機薄膜層を具備す
る複数の画素が配列された画素領域と、
　前記画素領域の第１電極に第１レベルの電圧を提供するための、少なくとも前記第１電
極と重なる領域を具備する第１電源ラインと、
　前記画素領域の第２電極に第２レベルの電圧を提供するための、少なくとも前記第２電
極と重なる領域を具備する第２電源ラインと、を含み、
　前記第２電極と第２電源ラインの重畳領域は前記第２電極と前記第２電源ラインとを接
続するための複数のコンタクトホールを具備し、
　前記第２電極と前記第２電源ラインの前記重畳領域において、外部端子に近接し相対的
に電圧降下が小さい領域では前記第２電源ラインの電圧降下が大きく、前記外部端子から
遠く相対的に電圧降下が大きい領域では前記第２電源ラインの電圧降下が小さくなるよう
に、前記複数のコンタクトホールを前記重畳領域の長軸方向の二等分線を基準にして非対
称的に配列することを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記コンタクトホールは、相対的に電圧降下が大きい領域でのコンタクトホールの周長
が、相対的に電圧降下が小さい領域でのコンタクトホールの周長より大きいことを特徴と
する請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
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　前記コンタクトホールの周長は、前記第２電源ラインの長軸方向に外部端子から遠くな
るほど順次に増加することを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記コンタクトホールは、相対的に電圧降下が大きい領域でのコンタクトホールの面積
が、相対的に電圧降下が小さい領域でのコンタクトホールの面積より大きいことを特徴と
する請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記コンタクトホールの面積は、前記第２電源ラインの長軸方向に外部端子から遠くな
るほど順次に増加することを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記コンタクトホールは、相対的に電圧降下が大きい領域でのコンタクトホール間の間
隔が、相対的に電圧降下が小さい領域でのコンタクトホール間の間隔より小さいことを特
徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記コンタクトホール間の間隔は、前記第２電源ラインの長軸方向に外部端子から遠く
なるほど順次に減少することを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記コンタクトホールは、相対的に電圧降下が大きい領域でのコンタクトホールの個数
が、相対的に電圧降下が小さい領域でのコンタクトホールの個数より多いことを特徴とす
る請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記コンタクトホールは、前記第２電源ラインの短軸方向に同一個数が配列することを
特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記コンタクトホールの面積は、同一であることを特徴とする請求項８に記載の有機電
界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記コンタクトホールは、相対的に電圧降下が大きい領域でのコンタクトホールの大き
さが、相対的に電圧降下が小さい領域でのコンタクトホールの大きさより大きいことを特
徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記コンタクトホールの大きさは、前記第２電源ラインの長軸方向に外部端子から遠く
なるほど順次に増加することを特徴とする請求項１１に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置に係り、さらに詳細にはカソード電極とカソード電源ラ
インを連結するための複数個のコンタクトホールを非対称的に形成して電源電圧ラインの
電圧降下を補償できる有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１２は、有機電界発光表示装置を示した平面図である。
【０００３】
　図１２を参照すると、有機電界発光表示装置３００は複数の画素を備えた画素領域３６
０と、前記画素領域３６０の上側と左、右側に配列されて電源電圧を印加するための上部
電源電圧ライン３１０と、前記画素領域３６０の下側に配列されて電源電圧を印加するた
めの下部電源電圧ライン３３０と、前記上部電源電圧ライン３１０と下部電源電圧ライン
３３０とを連結するために前記画素領域３６０に対応して配列される画素電源電圧ライン
３１１と、選択信号を出力するスキャンドライバー３４０と、データ信号を出力するデー
タドライバー３５０とを備える。
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【０００４】
　また、有機電界発光表示装置３００は画素領域３６０に対応して配列されたカソード電
極３２２と、前記画素領域３６０の一側に形成されるカソード電源ライン３２０をさらに
含む。前記カソード電源ライン３２０は図面上には図示していないが、前記カソード電極
３２２との連結のためのコンタクトホールを備える。
【０００５】
　図１３は、従来の有機電界発光表示装置において、カソード電極との連結のための一つ
のコンタクトホールを備えたカソード電源ラインの平面構造を示したものである。
【０００６】
　図１３を参照すると、従来はカソード電源ライン３２０に一つのコンタクトホール３２
１が配列されて前記コンタクトホール３２１を介してカソード電源ライン３２０がカソー
ド電極３２２に連結されており、外部端子から前記カソード電源ライン３２０に提供され
るカソード電圧が前記コンタクトホール３２１を介して前記カソード電極３２２に提供さ
れる。
【０００７】
　前記したような構成を有する従来の有機電界発光表示装置はスキャンドライバー３４０
とデータドライバー３５０から選択信号とデータ信号が画素領域３６０に印加されて、前
記電源ライン３１０、３３０から電源電圧とカソード電源ライン３２０からカソード電極
３２２にカソード電圧が印加されると、前記画素領域３６０に配列された各画素を構成す
るスイッチングトランジスタ及び駆動トランジスタ（図示せず）が駆動されてＥＬ素子（
図面上に図示せず）が発光するようになる。
【０００８】
　図１４は、図１２に示した有機電界発光表示装置において、前記カソード電源ライン３
２０から画素領域３６０に提供する電源電圧の分布を示したものである。
【０００９】
　図１４を参照すると、画素領域３６０での電源電圧の分布は電源電圧が供給される部分
から遠くなるほど電圧降下が大きくて比較的低い電源電圧が印加される領域と、電源電圧
が供給される部分から近いほど電圧降下が小さくて相対的に高い電源電圧が印加される領
域とに分けることができる。
【００１０】
　図１４から、前記電源電圧は電源電圧が供給される部分、すなわち電源電圧が入力され
る外部端子から距離が遠くなるほど電源電圧の電圧降下により画素領域に印加される電源
電圧が低くなることが分かる。また、カソード電源ライン３２０との距離が遠くなるほど
またカソード電圧が印加される外部端子から遠くなるほど電源電圧が低くなるようになる
。この時、電源電圧の等電位線は画素領域３６０の下側から上側へ行けば行くほどそのレ
ベルが低くなるが、これは電源電圧の供給側との距離が遠くなるほど電源供給ラインの抵
抗が増加して、カソード電圧の供給側と距離が遠くなるほどカソード電源ラインの抵抗が
増加することによって電圧降下（ＩＲ　ｄｒｏｐ）が増加するためである。
【００１１】
　すなわち、電源電圧の供給側から位置によって電源電圧ラインの電圧降下幅が異なるた
め、電源電圧の供給側に近接した部分では電圧降下が小さくて相対的に高い電源電圧が提
供されて、電源電圧の供給側で遠い部分では電圧降下が大きくて相対的に低い電源電圧が
提供されるものである。
【００１２】
　これと同様に、従来のカソード電源ライン３２０でのカソード電圧の分布は前記電源電
圧ラインの電源電圧分布と同様にカソード電圧が入力される外部端子から距離が遠くなれ
ば遠くなるほどカソード電源ラインの抵抗成分により電圧降下が増加するため外部端子に
近い部分では電圧降下量が少なくて比較的高いカソード電圧が提供されて、外部端子と遠
い部分では電圧降下量が大きくて相対的に低いカソード電圧が供給される。すなわち、カ
ソード電源ライン３２０のカソード電圧供給側から距離が遠いほど低いカソード電圧が分
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布することが分かる。
【００１３】
　それゆえ、従来では画素領域のうち電源電圧の電圧降下が大きい部分でカソード電極の
電圧降下が大きく発生するので、電源電圧の電圧降下とカソード電極の電圧降下が重なっ
て、画素領域で輝度不均一問題がより一層深刻になる問題点があった。また、従来ではカ
ソード電源ラインが画素領域の一側にだけ形成されるので、カソード電圧の分布がより一
層不均一になるので、画素領域の発光輝度がより一層不均一になる問題点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　したがって、本発明は、前記のような従来の問題点を解決するためのものであって、カ
ソードバスラインを画素領域の少なくとも両側に配列して電源電圧の電圧降下を補償して
輝度均一度を向上させることができる有機電界発光表示装置を提供することにその目的が
ある。
【００１５】
　本発明の他の目的は、カソード電極とカソード電源ラインを連結させるためのコンタク
トホールを非対称的に複数個形成して電源電圧の電圧降下による輝度不均一を補償できる
有機電界発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　このための本発明はそれぞれ第１及び第２電極、そして第１及び第２電極間に介在した
有機薄膜層を具備する複数の画素が配列された画素領域と、前記画素領域の第１電極に第
１レベルの電圧を提供するための、少なくとも前記第１電極と重なる領域を具備する第１
電源ラインと、前記画素領域の第２電極に第２レベルの電圧を提供するための、少なくと
も前記第２電極と重なる領域を具備する第２電源ラインと、を含み、前記第２電極と第２
電源ラインの重畳領域は前記第２電極と前記第２電源ラインとを接続するための複数のコ
ンタクトホールを具備し、前記コンタクトホールの周長の合計は、前記第２電極と第２電
源ラインとの重畳領域の周長の総合より大きいことを特徴とする有機電界発光表示装置を
提供する。
【００１７】
　そして、前記コンタクトホールは、相対的に電圧降下が大きい領域でのコンタクトホー
ルの周長が、相対的に電圧降下が小さい領域でのコンタクトホールの周長より大きいこと
を特徴とする。また、前記コンタクトホールの周長は、前記第２電源ラインの長軸方向に
外部端子から遠くなるほど順次に増加することを特徴とする。前記コンタクトホールは、
相対的に電圧降下が大きい領域でのコンタクトホールの面積が、相対的に電圧降下が小さ
い領域でのコンタクトホールの面積より大きいことを特徴とする。
【００１８】
　また、前記コンタクトホールの面積は、前記第２電源ラインの長軸方向に外部端子から
遠くなるほど順次に増加することを特徴とする。前記コンタクトホールは、相対的に電圧
降下が大きい領域でのコンタクトホール間の間隔が、相対的に電圧降下が小さい領域での
コンタクトホール間の間隔より小さいことを特徴とする。前記コンタクトホール間の間隔
は、前記第２電源ラインの長軸方向に外部端子から遠くなるほど順次に減少することを特
徴とする。
【００１９】
　前記コンタクトホールは、相対的に電圧降下が大きい領域でのコンタクトホールの個数
が、相対的に電圧降下が小さい領域でのコンタクトホールの個数より多いことを特徴とす
る。また、前記コンタクトホールは、前記第２電源ラインの短縮方向に同一個数が配列す
ることを特徴とする。前記コンタクトホールの面積は、同一であることを特徴とする。　
前記コンタクトホールは、相対的に電圧降下が大きい領域でのコンタクトホールの大きさ
が、相対的に電圧降下が小さい領域でのコンタクトホールの大きさより大きいことを特徴
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とする。前記コンタクトホールの大きさは、前記第２電源ラインの長軸方向に外部端子か
ら遠くなるほど順次に増加することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　上述したような本発明は電源電圧ラインに対応するように少なくとも前記画素領域の両
側にカソード電源ラインを構成して、前記カソード電源ラインのコンタクトホールを複数
個に形成して非対称で構成することによって前記電源電圧ラインとの距離による電圧降下
と正反対の電圧降下が発生することによって画素領域の輝度が均一になっており、共に印
加される電流の制御が容易である効果がある。　
　前記発明の詳細な説明は本発明の特定実施形態を例に挙げて説明したが、本発明はこれ
に限られるのではなく、本発明の概念を離脱しない範囲内でこの発明が属する技術分野で
通常の知識を有する者によって色々な形態に変形または変更実施することも本発明の概念
に含まれることはもちろんである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付した図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２２】
　図１は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の平面図を示したものである。
図１を参照すると、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置２００は複数の画素が
配列された画素領域２６０と、前記画素領域２６０の上部側と左、右側に配列されて電源
電圧を前記画素領域２６０に提供する上部電源電圧ライン２１０と、前記画素領域２６０
の下側に配列されて前記画素領域２６０に電源電圧を提供する下部電源電圧ライン２３０
と、前記上部電源電圧ライン２１０と下部電源電圧ライン２３０に連結されるように前記
画素領域２６０に対応して配列される画素電源電圧ライン２１１と、前記画素領域２６０
に選択信号を出力するスキャンドライバー２４０と、前記画素領域２６０にデータ信号を
出力するデータドライバー２５０を含む。
【００２３】
　また、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は前記画素領域２６０の上部に配
列されるカソード電極２２０と、前記画素領域２６０の一側に前記カソード電極２２０と
オーバーラップされるように配列されて前記カソード電極２２０にカソード電圧を提供す
る第１カソード電源ライン２２１と、前記画素領域２６０の他側に前記カソード電極２２
０とオーバーラップされるように配列されて前記カソード電極２２０にカソード電圧を提
供するための第２カソード電源ライン２２２をさらに備える。
【００２４】
　前記第１及び第２カソード電源ライン２２１、２２２はそれぞれ前記カソード電極２２
０との連結のための複数のコンタクトホール２２３を備える。第１及び第２カソード電源
ライン２２１、２２２の複数のコンタクトホールは非対称的に配列される。前記複数のコ
ンタクトホールは図２ないし図１１に示したように、カソード電源ラインを介して発生す
る電圧降下を補償できるように少なくとも２個以上のコンタクトホールが非対称的に配列
される。
【００２５】
　（第１実施形態）　
　図２は、本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置において、カソード電源ラ
インの平面構造を図示したことであって、前記カソード電極２２０と重なる領域に限定さ
せて示したものである。
【００２６】
　図２を参照すると、前記カソード電源ライン２２１、２２２はそれぞれカソード電極２
２０との重畳領域に複数のコンタクトホール２２３が非対称的に配列される。この時、複
数のコンタクトホール２２３はカソード電源ライン２２１、２２２のうちカソード電極と
の重畳領域の長軸方向の二等分線を基準にして非対称的に配列される。すなわち、カソー
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ド電極２２０と重なる領域のうちカソード電圧が供給される外部端子に隣接した部分には
コンタクトホール２２３を配列しなくて、カソード電圧が供給される外部端子から一定距
離だけ離れた部分に複数のコンタクトホール２２３を配列する。
【００２７】
　本発明の第１実施形態によれば、複数のコンタクトホール２２３は隣接するコンタクト
ホール間に同一なピッチ（ｐｉｔｃｈ）を維持して列と行のマトリックス状に配列されて
おり、複数のコンタクトホールそれぞれの大きさが同一であって、各列及び行、すなわち
、長軸と短縮方向に配列されるコンタクトホールの個数が同一であることが望ましい。
【００２８】
　有機電界発光表示装置において、前記上部及び下部電源電圧ライン２１０、２３０から
前記画素電源電圧ライン２１１を介して前記画素領域２６０に供給される電源電圧は前記
電源電圧ライン２１０、２３０の位置によってその分布が相異なる。すなわち、外部端子
に近い部分では電圧降下が相対的に小さくて電源電圧が高く、外部端子から遠い部分では
電圧降下が相対的に大きくて電源電圧が低い。
【００２９】
　したがって、電源電圧ライン２１０、２３０を介して画素領域２６０に電源電圧が提供
される時、前述の図１４に示したように外部端子と遠く離れた画素領域２６０の上側に配
列された画素には電源電圧ライン２１０、２３０の電圧降下が相対的に大きくて低い電源
電圧が提供されて、画素領域２６０の下側に配列される画素には電源電圧ライン２１０、
２３０の電圧降下が相対的に小さくて高い電源電圧が提供されるようになる。
【００３０】
　それゆえ、本発明ではカソード電源ライン２２１、２２２のうち電源電圧ラインの電圧
降下が大きい部分に対応する部分には複数のコンタクトホール２２３を形成して、カソー
ド電源ライン２２１、２２２のうち電源電圧ライン２１０、２３０の電圧降下が小さい部
分に対応する部分にはコンタクトホール２２３を形成しない。すなわち、前記カソード電
源ライン２２１、２２２に配列されたコンタクトホール２２３は電圧降下が大きい部分に
は長軸及び短縮方向にそれぞれ同一な数のコンタクトホール２２３が少なくとも２個以上
形成されて、隣接したコンタクトホール２２３の短縮方向での距離ｔ５３、ｔ５４は同じ
であり、また長軸方向での間隔ｔ５１、ｔ５２は同一である。したがって、カソード電源
ライン２２１、２２２での電流密度はコンタクトホール２２３の周辺部に集中して、コン
タクトホール２２３の中心部では電流密度が減少するようになる。
【００３１】
　それゆえ、従来のようにコンタクトホールを形成する場合に比べて本発明のように複数
のコンタクトホールを形成すればそれぞれのコンタクトホールの周長を合せたコンタクト
ホールの総長さが増加するようになってカソード電源ラインの電流移動度が増加するよう
になり、これによりカソードバスラインの電圧降下を防止するようになる。この時、カソ
ード電極とカソード電源ラインが重なる領域に配列された複数のコンタクトホールの周長
の総合は前記カソード電極とカソード電源ラインの重畳領域の周長より大きいことが望ま
しい。
【００３２】
　したがって、本発明のようにカソード電源ライン２２１、２２２のうち電源供給ライン
の電圧降下が小さい部分に対応する部分すなわち、外部端子に近接した部分にはコンタク
トホールを形成しないのでカソード電源ラインの電圧降下が大きくて、電源供給ラインの
電圧降下が大きい部分に対応する部分すなわち、外部端子から遠い部分では複数のコンタ
クトホールを形成することによってカソード電源ラインの電圧降下が小さくなる。
【００３３】
　これを詳細に説明すると、カソード電極２２０との重畳領域のうち、画素領域２６０で
電源電圧ライン２１０、２３０の電圧降下が大きい部分に対応してカソード電源ライン２
２１、２２２に複数のコンタクトホール２２３を配列することによって有機ＥＬ素子（図
示せず）のアノードを介してカソードに印加される電流がカソード電源ライン２２１、２
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２２に配列された複数のコンタクトホール２２３に集中するようにしてカソード電源ライ
ン２２１、２２２の電圧降下を減少させて、反面電源電圧ライン２１０、２３０の電圧降
下が小さい部分に対応してコンタクトホール２２３を形成しないのでカソード電源ライン
２２１、２２２の電圧降下を大きくする。
【００３４】
　それゆえ、本発明の第１実施形態ではカソード電源ラインを画素領域の両側に形成して
カソード電源ラインの電圧降下を補償して、またカソード電源ラインに非対称的に複数の
コンタクトホールを形成することによって、カソード電源ラインに沿って発生する電圧降
下を防止して、図５のような電源電圧分布を得ることができる。図５から、等電位線はカ
ソード電圧ラインを画素領域の両側に配列してカソード電源ラインに複数のコンタクトホ
ールを非対称的に形成するので、左右対称構造を形成するだけでなくカソード電源ライン
の電圧降下減少によって等電位線の間隔△Ｖ４が前述の図１４に示した従来の等電位線の
間隔△Ｖ１より大きいことが分かる。
【００３５】
　本発明の第１実施形態ではカソード電源ラインが画素領域の両側に配列されてそれぞれ
非対称的に配列される複数のコンタクトホールを備えることを例示したが、前述の図１２
のように画素領域の一側にだけ配列されて複数のコンタクトホールが非対称的に配列され
る場合にも図４のような電源電圧分布を得ることができる。カソード電源ラインが画素領
域の一側にだけ形成される場合にもカソード電源ラインの電圧降下減少によって、図４で
のように電源電圧が左右非対称的に配列されるが、カソード電源ライン等電位線の間隔△
Ｖ２が図１４に示した従来の△Ｖ１より増えるので、電源電圧の電圧降下を補償するよう
になる。
【００３６】
　また、カソード電源ラインが画素領域の両側に配列されて、複数のコンタクトホールが
対称的に配列される場合にも本願発明のような電圧降下補償効果を得ることができる。す
なわち、図３に示したように、電源ラインが画素領域の両側に形成される場合には電源電
圧の等電位線が左右対称的に配列されるだけでなく電源電圧の等電位線間の間隔△Ｖ３が
カソード電源ラインの電圧降下減少によって図１４に示した従来の△Ｖ１より大きいこと
が分かる。それゆえ、本発明では画素の複数の側面のうち少なくとも一側面に複数のコン
タクトホールを非対称的に配列すればカソード電源ラインの電圧降下防止により電源電圧
の電圧降下を補償できる。
【００３７】
　図１４に示した従来の電源電圧分布及び図３－図５に示した本発明の電源電圧の分布に
よれば、カソード電源ラインの電圧降下が従来より減少されるので、従来の等電位線間の
間隔△Ｖ１より本発明の等電位線間の間隔△Ｖ２、△Ｖ３、△Ｖ４が大きいことが分かる
。すなわち、複数のコンタクトが非対称的に配列する場合の等電位線間の間隔△Ｖ３また
は△Ｖ４が複数のコンタクトホールが対称的に配列する場合の等電位線間の間隔△Ｖ２よ
り大きくて、△Ｖ２は従来の等電位線の間隔△Ｖ１より大きいことが分かる。
【００３８】
　したがって、カソード電源ラインでの電圧降下を電源電圧ラインの電圧降下とは反対に
誘導して電源電圧ラインによる電圧降下を補償でき、これにより電源供給ラインの電圧降
下による輝度不均一を改善できる。
【００３９】
　（第２実施形態）　
　図６は、本発明の第２実施形態による有機電界発光表示装置において、カソード電極と
の連結のためのコンタクトホールを備えたカソード電源ラインの平面構造を示したもので
ある。
【００４０】
　図６を参照すると、前記カソード電圧ライン２２１、２２２はそれぞれカソード電極２
２０との重畳領域に複数のコンタクトホール２２４が非対称的に配列される。この時、複
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数のコンタクトホール２２４はカソード電源ライン２２１、２２２のうちカソード電極と
の重畳領域の長軸方向の二等分線を基準にして非対称的に配列される。すなわち、カソー
ド電圧が供給される外部端子に隣接した部分にはコンタクトホール２２４を配列しなくて
、カソード電圧が供給される外部端子から一定距離だけ離れた部分にコンタクトホール２
２４を配列する。
【００４１】
　本発明の第２実施形態によれば、複数のコンタクトホール２２４は列と行のマトリック
ス形態に配列されて、各行に配列されたコンタクトホールの個数が同一であってまた各列
に配列されたコンタクトホールの個数が同一であるように各列及び行に少なくとも２個以
上のコンタクトホールが配列される。
【００４２】
　この時、前記コンタクトホール２２４はカソード電源ライン２２１、２２２の外部端子
から遠くなるほどコンタクトホールの大きさが増加して、隣接したコンタクトホール間の
長軸方向の間隔ｔ６１、ｔ６２は同一であって、カソード電極と重なったカソード電源ラ
インのうち電源電圧の電圧降下が大きい領域２３１内の隣接するコンタクトホール２２４
間の短縮方向の間隔ｔ６３は電圧降下が小さい領域２３２内の隣接するコンタクトホール
２２４の短縮方向の間隔ｔ６４より短い。したがって前述したように前記電圧降下が大き
い領域２３１は電圧降下が小さい領域２３２に比べて各行に含まれたコンタクトホール２
２４の面積が大きい。
【００４３】
　すなわち、電圧降下が大きい領域２３１と電圧降下が小さい領域２３２の大きさが同一
であって、同一な個数のコンタクトホールが配列される場合、電圧降下が大きい領域２３
１で隣接する２個のコンタクトホール及びこれらの間の距離Ｌ６１は電圧降下が小さい領
域２３２で隣接する２個のコンタクトホール及びこれら間の距離Ｌ６２より大きい。長軸
方向のコンタクトホール間の距離ｔ６１、ｔ６２が同一な反面短縮方向でのコンタクトホ
ール間の距離ｔ６４はｔ６３より大きいので、電圧降下が大きい領域２３１でのコンタク
トホールの総周長及び総面積より電圧降下が小さい領域２３２でのコンタクトホールの総
周長及び総面積が小さくなる。
【００４４】
　それゆえ、電圧降下が小さい部分から電圧降下が大きい部分に行けば行くほど電流密度
が大きくなるので、配列されるコンタクトホール２２４の大きさ及び間隔偏差による電圧
降下が発生する。したがって、前記カソード電源ライン２２１、２２２の電圧分布は前記
電源電圧ライン２１０、２３０の電圧分布と正反対の電圧分布を有するようになるので前
記電源電圧ライン２１０、２３０の電圧降下を相殺させるようになる。この時、カソード
電極とカソード電源ラインが重なる領域に配列された複数のコンタクトホール２２４の周
長の総合は前記カソード電極とカソード電源ラインの重畳領域の周長より大きいことが望
ましい。
【００４５】
　（第３実施形態）　
　図７は、本発明の第３実施形態による有機電界発光表示装置において、複数のコンタク
トホールを備えたカソード電源ラインの平面構造である。
【００４６】
　図７を参照すると、前記カソード電源ライン２２１、２２２はそれぞれカソード電極２
２０との重畳領域に複数のコンタクトホール２２５が非対称的に配列される。この時、複
数のコンタクトホール２２５はカソード電源ライン２２１、２２２のうちカソード電極と
の重畳領域の長軸方向の二等分線を基準にして非対称的に配列される。すなわち、カソー
ド電極２２０と重なる領域のうちカソード電圧が供給される外部端子に隣接した部分には
コンタクトホール２２５を配列しなくて、カソード電圧が供給される外部端子から一定距
離だけ離れた部分に複数のコンタクトホール２２５を配列する。
【００４７】



(9) JP 4532519 B2 2010.8.25

10

20

30

40

50

　本発明の第３実施形態によれば、複数のコンタクトホール２２５は列と行のマトリック
ス形態に配列されて、各行に配列されたコンタクトホールの個数が同一であってまた各列
に配列されたコンタクトホールの個数が同一であるように配列されて、各コンタクトホー
ルの大きさが同一である。
【００４８】
　すなわち、前記コンタクトホールはカソード電源ラインの長軸方向に少なくても３個以
上に構成されており、電圧降下が大きい領域２３３でのカソード電源ライン２２１、２２
２の長軸方向に隣接するコンタクトホール間の間隔ｔ７３は電圧降下が小さい領域２３４
でのカソード電源ライン２２１、２２２の長軸方向に隣接するコンタクトホール間の間隔
ｔ７４より小さい。
【００４９】
　それゆえ、電圧降下が小さい部分から電圧降下が大きい部分に行けば行くほど電流密度
が大きくなるので、配列されるコンタクトホール２２５の間隔偏差による電圧降下が発生
する。したがって、前記カソード電源ライン２２１、２２２の電圧分布は前記電源電圧ラ
イン２１０、２３０の電圧分布と正反対の電圧分布を有するようになるので前記電源電圧
ライン２１０、２３０の電圧降下を相殺させるようになる。この時、カソード電極とカソ
ード電源ラインが重なる領域に配列された複数のコンタクトホール２２５の周長の総合は
前記カソード電極とカソード電源ラインの重畳領域の周長より大きいことが望ましい。
【００５０】
　（第４実施形態）　
　図８は、本発明の第４実施形態による有機電界発光表示装置において、カソード電極と
の連結のためのコンタクトホールを備えたカソード電源ラインの平面構造を示したもので
ある。
【００５１】
　図８を参照すると、前記カソード電圧ライン２２１、２２２はそれぞれカソード電極２
２０との重畳領域に複数のコンタクトホール２２６が非対称的に配列される。この時、複
数のコンタクトホール２２６はカソード電源ライン２２１、２２２のうちカソード電極と
の重畳領域の長軸方向の二等分線を基準にして非対称的に配列される。すなわち、カソー
ド電圧が供給される外部端子に隣接した部分にはコンタクトホール２２６を配列しなくて
、カソード電圧が供給される外部端子から一定距離だけ離れた部分にコンタクトホール２
２６を配列する。
【００５２】
　この時、電圧降下が大きい部分から電圧降下が小さい部分に行けば行くほど隣接するコ
ンタクトホール２２６の間隔は同一であるが、電源電圧ライン２１０、２３０の電圧降下
にしたがって各列に構成されるコンタクトホール２２６の個数が相異なる。この時、少な
くとも各列に配列されるコンタクトホールの大きさは同一である。前記コンタクトホール
はカソード電源ラインの短縮方向に沿って少なくとも２個以上が配列されてカソード電源
ラインの長軸方向に沿って相異なる個数が配列される。
【００５３】
　したがって、カソード電源ラインの短縮方向の各列に配列されたコンタクトホールの大
きさをＣ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４、Ｃ５及びＣ６という時、電源電圧の電圧降下によって前
記カソード電源ラインの長軸方向に配列されるコンタクトホールの個数が相異なるので、
電圧降下が大きいＡＡ′領域のコンタクトホール２２６の長さＣ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４、
Ｃ５、Ｃ６の総合（合計）は電圧降下が小さいＢＢ′領域のコンタクトホール２２６の長
さＣ１、Ｃ２、Ｃ３の総合（合計）より大きい。
【００５４】
　したがって、前記電源電圧ライン２１０、２３０の電圧降下が大きいほどカソード電源
ラインの短縮方向に配列される前記コンタクトホール２２６の数が増えることによって電
流密度が増加し、電圧降下が小さいほど前記コンタクトホール２２６の数が減少して電流
密度が減少するようになるので、前記電源電圧ライン２１０、２３０の電圧降下を相殺さ
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せるようになる。この時、カソード電極とカソード電源ラインが重なる領域に配列された
複数のコンタクトホール２２６の周長の総合（合計）は前記カソード電極とカソード電源
ラインの重畳領域の周長より大きいことが望ましい。
【００５５】
　（第５実施形態）　
　図９は、本発明の第５実施形態による有機電界発光表示装置において、複数のコンタク
トホールを備えたカソード電源ラインの平面構造である。
【００５６】
　図９を参照すると、前記カソード電源ライン２２１、２２２はそれぞれカソード電極２
２０との重畳領域に複数のコンタクトホール２２７ａ、２２７ｂが非対称的に配列される
。この時、複数のコンタクトホール２２７ａ、２２７ｂはカソード電源ライン２２１、２
２２のうちカソード電極との重畳領域の長軸方向の二等分線を基準にして非対称的に配列
される。すなわち、カソード電極２２０と重なる領域のうちカソード電圧が供給される外
部端子に隣接した部分にはコンタクトホール２２７ａ、２２７ｂを配列しなくて、カソー
ド電圧が供給される外部端子から一定の距離だけ離れた部分に複数のコンタクトホール２
２７ａ、２２７ｂを配列する。
【００５７】
　本発明の第５実施形態によれば、カソード電源ライン２２１、２２２の長軸方向に一列
に配列されて、隣接するコンタクトホール間の間隔ｔ９１、ｔ９２は同一であり、各コン
タクトホールの大きさが相異なる。前記コンタクトホールはカソード電源ラインの長軸方
向に少なくても２個以上に配列されており、電圧降下が大きい領域でコンタクトホール２
２７ａのカソード電源ライン２２１、２２２の長軸方向の長さＬ６５より電圧降下が小さ
い領域でコンタクトホール２２７ｂのカソード電源ライン２２１、２２２の長軸方向の長
さＬ６６が小さい。また、電圧降下が大きい領域でコンタクトホール２２７ａの面積をＳ
１といって、電圧降下が小さい領域でのコンタクトホール２２７ｂの面積をＳ２といえば
、電圧降下が大きい領域でコンタクトホール２２７ａの面積は電圧降下が小さい領域での
コンタクトホール２２７ｂの面積より大きい。この時、カソード電極とカソード電源ライ
ンが重なる領域に配列された複数のコンタクトホールの周長の総合（合計）は前記カソー
ド電極とカソード電源ラインの重畳領域の周長より大きいことが望ましい。
【００５８】
　それゆえ、電圧降下が小さい部分から電圧降下が大きい部分に行けば行くほど電流密度
が大きくなるので、配列されるコンタクトホール２２７ａ、２２７ｂの大きさによる電圧
降下が発生する。したがって、前記カソード電源ライン２２１、２２２の電圧分布は前記
電源電圧ライン２１０、２３０の電圧分布と正反対の電圧分布を有するようになるので前
記電源電圧ライン２１０、２３０の電圧降下を相殺させるようになる。
【００５９】
　（第６実施形態）　
　図１０は本発明の第６実施形態による有機電界発光表示装置において、複数のコンタク
トホールを備えたカソード電源ラインの平面構造である。
【００６０】
　図１０を参照すると、前記カソード電源ライン２２１、２２２はそれぞれカソード電極
２２０との重畳領域に複数のコンタクトホール２２８ａ、２２８ｂ、２２８ｃが非対称的
に配列される。この時、複数のコンタクトホール２２８ａ、２２８ｂ、２２８ｃはカソー
ド電源ライン２２１、２２２のうちカソード電極との重畳領域の長軸方向の二等分線を基
準にして非対称的に配列される。すなわち、カソード電極２２０と重なる領域のうちカソ
ード電圧が供給される外部端子に隣接した部分から一定の距離だけ離れて複数のコンタク
トホール２２８ａ、２２８ｂ、２２８ｃのうち隣接するコンタクトホール間の間隔が相互
に相異なるように配列する。
【００６１】
　本発明の第６実施形態によれば、カソード電源ライン２２１、２２２の長軸方向に一列
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に少なくても３個以上配列されて、各コンタクトホールの大きさは同一である。前記コン
タクトホールは電圧降下が大きい領域で隣接するコンタクトホール２２８ａ、２２８ｂ間
のカソード電源ライン２２１、２２２の長軸方向への間隔ｔ１５より電圧降下が小さい領
域でコンタクトホール２２８ｂ、２２８ｃ間のカソード電源ライン２２１、２２２の長軸
方向への間隔ｔ１６が小さい。この時、カソード電極とカソード電源ラインが重なる領域
に配列された複数のコンタクトホール２２８ａ－２２８ｃの周長の総合（合計）は前記カ
ソード電極とカソード電源ラインの重畳領域の周長より大きいことが望ましい。
【００６２】
　それゆえ、電圧降下が小さい部分から電圧降下が大きい部分に行けば行くほど電流密度
が大きくなるので、配列されるコンタクトホール２２８ａ、２２８ｂ、２２８ｃ間の間隔
による電圧降下が発生する。したがって、前記カソード電源ライン２２１、２２２の電圧
分布は前記電源電圧ライン２１０、２３０の電圧分布と正反対の電圧分布を有するように
なるので前記電源電圧ライン２１０、２３０の電圧降下を相殺させるようになる。
【００６３】
　（第７実施形態）　
　図１１は、本発明の第７実施形態による有機電界発光表示装置において、複数のコンタ
クトホールを備えたカソード電源ラインの平面構造である。
【００６４】
　図１１を参照すると、前記カソード電源ライン２２１、２２２はそれぞれカソード電極
２２０との重畳領域に複数のコンタクトホール２２９が非対称的に配列される。この時、
複数のコンタクトホール２２９はカソード電源ライン２２１、２２２のうちカソード電極
との重畳領域の長軸方向の二等分線を基準にして非対称的に配列される。
【００６５】
　本発明の第７実施形態によれば、前記コンタクトホール２２９はカソード電源ライン２
２１、２２２の短縮方向に少なくても２個以上配列されて、少なくとも長軸方向へのコン
タクトホール２２９の長さが相異なる。この時、カソード電源ラインの短縮方向でのコン
タクトホール２２９の大きさ及び隣接したコンタクトホール間の間隔はそれぞれ同じであ
ったりまたは異なることができる。この時、カソード電極とカソード電源ラインが重なる
領域に配列された複数のコンタクトホール２２９の周長の総合（合計）は前記カソード電
極とカソード電源ラインの重畳領域の周長より大きいことが望ましい。
【００６６】
　カソード電源ラインの短縮方向の各列に配列されたコンタクトホールの大きさをＣ７、
Ｃ８、Ｃ９、Ｃ１０、Ｃ１１及びＣ１２という時、電源電圧の電圧降下によって前記カソ
ード電源ラインの長軸方向へのコンタクトホールの長さが相異なるので、電圧降下が大き
いＣＣ′領域のコンタクトホール２２９の長さＣ７、Ｃ８、Ｃ９、Ｃ１０、Ｃ１１、Ｃ１
２の総合（合計）は電圧降下が小さいＤＤ′領域のコンタクトホール２２９の長さＣ７、
Ｃ８、Ｃ９の総合（合計）より大きい。したがって、電圧降下が大きいＣＣ′領域のコン
タクトホール２２９の面積の総合（合計）も電圧降下が小さいＤＤ′領域のコンタクトホ
ール２２９の面積の総合（合計）より大きい。
【００６７】
　したがって、前記カソード電源ライン２２１、２２２の電圧分布は前記電源電圧ライン
２１０、２３０の電圧分布と正反対の電圧分布を有するようになるので、前記電源電圧ラ
イン２１０、２３０の電圧降下を相殺させるようになる。
【００６８】
　本発明の実施形態ではカソード電源ラインを画素領域の両側に形成して、両側に配列さ
れたカソード電源ラインに複数のコンタクトホールが非対称的に配列されることを例示し
たが、画素領域だけでなく画素領域の少なくとも一側にカソード電源ラインを形成して前
記カソード電源ラインに複数のコンタクトホールが非対称的に配列されるように構成する
ことも可能である。
【００６９】
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　前記で説明したように、カソード電源ラインでの電流密度がコンタクトホールの周辺部
に集中するので、本発明の実施形態でのようにコンタクトホールの大きさ及び配列状態を
異なるようにして電源電圧の電圧降下を補償する方法以外に電源電圧の電圧降下に対応し
てカソード電源ラインの電圧降下が相互に相殺されるようにコンタクトホールを非対称的
に配列する方法はすべて適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示した平面図。
【図２】本発明の第１実施形態による有機電界発光表示装置において、カソード電極との
連結のための複数のコンタクトホールを備えたカソード電源ラインの平面図。
【図３】本発明の２個のカソード電源ラインを備えた有機電界発光表示装置において、電
源電圧の分布を概略的に示した図面。
【図４】本発明の一つのカソード電源ラインを備えた有機電界発光表示装置において、電
源電圧の分布を概略的に示した図面。
【図５】本発明のまた他の２個のカソード電源ラインを備えた有機電界発光表示装置にお
いて、電源電圧の分布を概略的に示した図面。
【図６】本発明の第２実施形態による有機電界発光表示装置において、カソード電極との
連結のための複数のコンタクトホールを備えたカソード電源ラインの平面図。
【図７】本発明の第３実施形態による有機電界発光表示装置において、カソード電極との
連結のための複数のコンタクトホールを備えたカソード電源ラインの平面図。
【図８】本発明の第４実施形態による有機電界発光表示装置において、カソード電極との
連結のための複数のコンタクトホールを備えたカソード電源ラインの平面図。
【図９】本発明の第５実施形態による有機電界発光表示装置において、カソード電極との
連結のための複数のコンタクトホールを備えたカソード電源ラインの平面図。
【図１０】本発明の第６実施形態による有機電界発光表示装置において、カソード電極と
の連結のための複数のコンタクトホールを備えたカソード電源ラインの平面図。
【図１１】本発明の第７実施形態による有機電界発光表示装置において、カソード電極と
の連結のための複数のコンタクトホールを備えたカソード電源ラインの平面図。
【図１２】有機電界発光表示装置を示した平面図。
【図１３】従来の有機電界発光表示装置において、カソード電極との連結のためのコンタ
クトホールを備えたカソード電源ラインの平面図。
【図１４】図１２の有機電界発光表示装置において、電源電圧の分布を示した図面。
【符号の説明】
【００７１】
　２００　有機電界発光表示装置
　２１０　上部電源電圧ライン
　２１１　画素電源電圧ライン
　２２０　カソード電極
　２２１　第１カソード電源ライン
　２２２　第２カソード電源ライン
　２２３－２２６、２２７ａ、２２７ｂ、２２８ａ、２２８ｂ、２２８ｃ　コンタクトホ
ール
　２３０　下部電源電圧ライン
　２４０　スキャンドライバー
　２５０　データドライバー
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